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理事・若手委員長　 
 竹邊　正人

（邑南町老人クラブ連合会　若手委員長）

　令和３年１月、理事に就任し、身に余る光
栄と存じております。若手委員を代表して理
事として微力ながら頑張って参ります。
　私は、知人の誘いを受けて60歳で老人ク
ラブへ入会しました。色々な活動に参加させ
て頂き、色々な人との出会いがあります。老
人クラブは、青年団の続きだと思います。若
い方に老人クラブへ入会してもらいたいと思
います。常に楽しくいきいきとした活気のあ
る会にしていきたいと願っています。
　そのなか、平成27年に邑南町老連の若手委
員長として県老連の若手委員会へ委員として
参加し、平成30年に県老連の若手委員長を拝
命しました。
　老人クラブ会員を一人でも増やそうと、高

齢者の皆様が大好きなグラウンド・ゴルフ
の県大会を開催したいと女性委員と若手委
員の皆様に検討いただき、｢県老連でグラウ
ンド・ゴルフ大会を開催しよう！｣と盛り上
がり、理事の皆様に賛同頂き｢会員加入促進
事業まめなかいしまねグラウンド・ゴルフ大
会｣として開催出来ることになりました。
　今年10月の第３回大会は、丸山県知事
をお迎えし、県内各地から245人のプレイ
ヤーが出雲ドームに集まり開催出来ました
ことが、本当に有難く嬉しく思いました。
この大会が益々盛大に、また県内の多くの
会員をはじめとする仲間が集まる大会に
なっていく行事だと確信しました。
　とにかく老人クラブは、｢健康・友愛・奉
仕｣の三大運動を展開しているすばらしい会
です。先日の講演会にて｢健康長寿の秘訣｣
は、栄養(食事)、運動(１日30分以上)、社
会参加と“笑顔”と教えて頂きました。
　是非とも皆様方の声かけで一人でも多く
の入会を待っています。入会してよかった
と思う一人の私です。皆様のご健康とご多
幸を心よりお祈り申し上げ、就任のあいさ
つといたします。
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老人クラブはすばらしい！
ぜひ入会して仲間づくり
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　本会では高齢者の中核組織として県・市町村老連が一体
となって行政に対する提案・要望活動を行っています。
　今年度は、10月19日に安達会長、竹下副会長、田庭副
会長、平岡常務理事が、県庁本庁舎に於いて県知事への要
望書を健康福祉部 半場祐子理事へ手渡しました。
　要望事項は①老人クラブ活動の促進等について②地域の
支え合い・助け合い活動のための老人クラブの参加・促進
についてです。
　その後、健康福祉部 半場祐子理事および主管課である
県高齢者福祉課と、要望事項や老人クラブの現状と課題等
を中心に意見交換を行いました。
　介護保険制度がはじまる以前から各地で取り組む老人ク
ラブの友愛活動、健康づくり活動や市町村行政と話し合い
の場を持つ事の大切さ、退職後のシニアライフのヒントや
活動を紹介する「しまねすまいるdays 」(年４回発行) へ
の老人クラブ活動の掲載や県職員退職者団体等における広
報協力等について意見交換を行い、さまざまな地域活動に
取り組む老人クラブ活動への、ご理解とともに今後の期待
へのお言葉をいただきました。

　全国的に新型コロナウイルス感染者数が
落ちついていた12月７日、日程の短縮と参
加者数を制限して開催された全国老人クラ
ブ連合会主催セミナーに参加することがで
きました。
　少子高齢化が叫ばれて久しいですが、高
齢化率 29％（島根県は約 35％ )の社会構造
のなかで、社会の支え手は減少、これまで
受け手であった高齢者の割合はどんどん増
えています。
　以前は「人生 80年｣ と言われていたのが、
今では｢人生 100年｣。当然、医療介護の問

県知事へ要望書を提出しました

高齢者の健康づくり・生活支援セミナー（参加者の感想）

題が大きくなり、これからは元気な高齢者が
支え手に回らなければなりません。生涯現役
をめざし、自ら健康管理し、体力を維持する
よう努めなければなりません。
　食事では、減塩・食事量・バランスに気を
つける。運動では、自分でできる運動、いき
いきクラブ体操等を利用してフレイル予防
に努める。心の健康として、家に閉じこもら
ず、なるべく多くの人と接し、会話を通して
笑いのある生活。お互いが助け合える喜び
を持たせてもらうことが重要と思います。
　コロナ禍だからこそ、お互いが離れ離れ
にならないよう地域での声かけを行いたいも
のです。
　私も安来市高齢者クラブ連合会の仲間と
一緒に、桃や葡萄など果物の生産活動を行っ
ていますが、年齢に関係なく、皆で知恵を出
し合って活動を広げようと思っています。

高木 浩　氏

県健康福祉部理事　半場 祐子氏 ( 左 ) へ県健康福祉部理事　半場 祐子氏 ( 左 ) へ
要望書を手渡す本会正副会長要望書を手渡す本会正副会長

意見交換の様子意見交換の様子

（安来市高齢者クラブ連合会　若手委員長）

若手委員
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　本会役職員が市町村老連へ出かけ、各地域
の活動や課題について情報交換を行う地域意
見交換会を開催しました。
　９月９日(木)は、奥出雲町へ出かけ、活動
状況や課題について話し合いました。
　奥出雲町老人クラブ連合会では、各地区
でペタンク、グラウンド・ゴルフ、健康体操
や健康教室といった健康づくり・介護予防活
動、サロン開設による集いの場づくり、地域
の子どもたちとの世代間交流、しめ縄づくり
などの文化伝承など活発な活動が行われてい
ます。
　また、会員増強に取り組み、町人口が減少
するなか、令和元年度と２年度の２カ年で60
名以上の会員増、３年度は若干減少したもの
の60歳代の若手10名以上の会員増を果たし
ています。
　情報交換や本会の取り組みについてご意見
ご要望をいただく貴重な機会となり、今後の
事業展開に反映させていきたいと思います。

奥出雲町老連作成の広報
入会案内（左）、集いの場づくり推進事業（右）

山陰中央新報折込「しまねすまいる days　
vol. ７（R ３年 12 月６日発行）」に、八川寿
会の藁工芸部の活動が掲載されました。
※本会 HP に活動紹介

奥出雲町老連　鈴木紘一会長 意見交換の様子
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わかさクラブ（安来市）～古民家カフェ「ふらっとカフェ」～各地域の活動

　わかさクラブは、令和２年９月に発足した母里地区生活支
援協議体 (以下、協議体) に参画し、令和２年10月から協議
体で実施する古民家カフェ｢ふらっとカフェ｣に運営協力をし
ています。
　家から一歩も出ない日が週の半分以上もある人がいると
耳にした会長の安部山さんは、｢何とかせないけん｣と閉じこ
もっている人を引っ張り出すきっかけが欲しいと考えていま

した。また安来市社会福祉協議会（以下、社協）では、地域住民の力で集いの場を作り、地域の
活性化を図りたいと考えていました。
　協議体の場で双方の想いが合致し、また安来市では市所有の旧奥野邸の有効活用について課
題があったことから、とんとん拍子に話が進み開設に繋がりました。
　｢ふらっとカフェ｣は、家々が並び、交流センターや図書館に隣接する国の登録有形文化財「旧
奥野邸」で、毎月第１木曜の10時から15時にオープン。お世話は２人ずつ６組が交代で掃除や
湯茶の準備を行い、毎回30～40人が参加されています。
　12月２日(木)のイベントは｢笑いヨガ｣。松江市から講師を招いて、発声にあわせて身体を動か
したり参加者全員の自己紹介の度に笑いながら拍手をしたり、１時間あまりを賑やかに過ごしま
した。毎回のイベントは、体操で身体を動かしたり大正琴の演奏など毎回趣向を凝らし、午後か
らの静かな時間は、男性が待ち合わせて趣味の将棋を楽しむ姿も見られます。
　「残念ながらコロナ禍で出来ないですが、お茶やコーヒーだけでなく、子ども食堂のようなイ
メージでお昼を食べていただける場にもしたいです。安部山会長さんが蕎麦打ちをされるので、
蕎麦を振舞っても良いですね」と話してくださった
のは、社協の田中常務理事。｢イベントとして時々
行っていますが、カフェにあわせて趣味のサークル
やグループの発表・展示の場としていただきたい。
裏庭や広い室内でニュースポーツをしても良い。小
さな子どもさんが走り回ったり親御さんが参加でき
る事をしても良いですね。地域の皆さんに喜んで参
加して貰える事をいろいろしたいです｣と話してく
ださった安部山さん。これからの｢ふらっとカフェ｣
が、とても楽しみです。

会長の安部山さん ( 左 ) と
安来市社協の田中常務理事 ( 右 )

この日のイベント「笑いヨガ」
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単位クラブ、地区老連、支部老連、市町村老連
推薦書（所定様式あり）により市町村老連から推薦
５月６日（金）本会必着
地域の高齢者に参加を呼びかけた加入促進につながる活動、会員や地域の高齢者の健
康づくり・介護予防につながる活動、地域の支え合い活動や奉仕活動などのボランティ
ア活動、世代間交流活動や伝承活動、安全・安心のまちづくり活動　など

・推薦対象・推薦対象
・推薦方法・推薦方法
・提出締切日・提出締切日
・活動内容等・活動内容等

　10月20日(水)、女性・若手正副委員長と常務理
事が､いきいきプラザ島根（松江市）に集まり、女
性・若手正副委員長会議を開催しました。
　地域意見交換会や県知事への要望書提出、県健
康福祉部 半場祐子理事および主管課である県高
齢者福祉課との意見交換などの報告の他、女性委
員・若手委員の任期についての協議、翌月に迫る
グラウンド･ゴルフ大会開催に向けた最終確認など
を行いました。

わかさクラブ（安来市）～古民家カフェ「ふらっとカフェ」～ 女性・若手正副委員長会議を開催しました

伊藤 和子女性委員長 竹邊若手委員長

地域意見交換会（９月９日）の報告を
行う長谷川 公子女性副委員長

※詳しくは、本会ホームページ
「様式ダウンロード」掲載の「令
和４年度 活動賞 推薦要領」を
ご覧ください。

令和４年度「活動賞」推薦をお待ちしています令和４年度「活動賞」推薦をお待ちしています
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まめなかいしまねグラウンド・ゴルフ大会を開催しました

　11月10日(水)、｢出雲ドーム｣を会場に、会
員をはじめとするシニア世代が集い、グラウン
ド・ゴルフ大会を開催し、県下17市町村より選
ばれた60チーム・245名が参加されました。
　開会式では、来賓の丸山県知事を拍手でお迎
えし、知事からは、コロナ禍の開催や運営にあ
たる大会役員への労いのことばをいただきまし
た。
　飯塚出雲市長からは、日頃から友愛活動など
様々な地域活動に取り組む老人クラブへ感謝と
期待を込めた歓迎のことばをいただきました。

　また、平田 (出雲市) の安
あ じ き

食 富
と み あ き

晃氏が選手を
代表して宣誓を行いました。
　選手宣誓を前に、県内各地から集まる選手を
出雲弁で歓迎する一言で会場が笑いに包まれ、
和やかな雰囲気となりました。
　この大会の実行委員長・審判長である竹邊若
手委員長の合図でゲームがスタート。常に真剣
なプレーでゲームが進み、ホールインワン賞の
受付には長い列が出来ました。

選手を代表して宣誓を行う安食氏（出雲市）

来賓の丸山県知事あいさつ

受付（本会女性委員・若手委員）来場者を迎える準備（本会女性委員・若手委員） コース設営や選手誘導等を担う会員
（出雲市高連）
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順　位順　位 チーム名チーム名 市町村市町村 得　点得　点
優　 勝 多伎町 出雲市 136
準 優 勝 湖陵町高連 出雲市 144
第 ３ 位 桜江支部 江津市 146

順　位順　位 氏　名氏　名 市町村市町村 得　点得　点 順　位順　位 氏　名氏　名 市町村市町村 得　点得　点
優　 勝神田　信次 出雲市 24 第 ６ 位升本　博利 飯南町 33
準 優 勝田中　豊明 浜田市 30 第 ７ 位原田　洋三 川本町 33
第 ３ 位石飛　陽子 出雲市 30 第 ８ 位斉藤　　勲 吉賀町 33
第 ４ 位沖田　正人 川本町 32 第 ９ 位上里　静男 川本町 33
第 ５ 位馬庭　保夫 大田市 32 第 10 位山本　博照 津和野町 33

　昼食後は、本会女性委員の指導による老人クラブ
オリジナル体操「いきいきクラブ体操」。それぞれ
の体操解説に続いて、来場者や大会役員全員が音楽
にあわせて「いきいきクラブ体操」を行いました。
　体操後は、体操解説を行った伊藤女性委員長と、
本大会のために「いきいきクラブ体操」に初めて取
り組んだ女性委員の原

はら

 洋
よ う こ

子氏を大会役員が拍手と
労いの言葉で迎えました。
　閉会式では、団体戦・個人戦の上位者をはじめ、
特別賞として「最若年齢賞」男女各１名へ表彰を行
いました。
　また、開催地である出雲市高齢者クラブ連合会 
竹
た け し た

下 茂
しげる

会長より最高年齢の男女各１名へ、実行委
員長・審判長の竹邊若手委員長より大会当日と前日
に誕生日を迎えられた選手２名へ特別に賞を贈呈い
ただきました。
　本大会は、本会女性委員・若手委員が企画から当
日の駐車場誘導・受付・イベント運営等、共催団体
である出雲市高齢者クラブ連合会の会員がコース
設営・用具手配、選手の誘導や看護、邑南町老人ク
ラブ連合会の会員が組合せやスコアカードの作成
から当日の集計と、会員による企画・運営を行って
います。
　選手はもとより大会役員や共催団体の会員もグラ
ウンド・ゴルフ大会の開催を通じて、親睦を深めま
した。

当日の選手変更に対応する集計係の
会員（邑南町老連）

プレー中の様子 ホールインワン賞の受付
（本会女性委員・若手委員）

全員で「いきいきクラブ体操」

団体優勝は多岐町（出雲市）

個人

団体

８ホール×２ラウンド８ホール×２ラウンド
  （団体は１チーム４名）  （団体は１チーム４名）

ゲーム方法ゲーム方法

上 位 成 績上 位 成 績
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　当初１月24日(月)開催を予定していた市町村老連代表者会議は、県内における新型コロナ
ウイルス感染症拡大の状況を踏まえ、中止といたしました。
　新地域支援事業（介護予防・日常生活支援総合事業）について、島根県の将来像、老人ク
ラブの取り組みなど説明や事例発表を予定していた内容を、県健康福祉部高齢者福祉課、益
田市ならびに益田市老人クラブ
連合会のご協力により、撮影さ
せていただきました。

令和３年度 市町村老連代表者会議【第二部】

益田市老連匹見支部が、益田市と連携して開催する
介護予防教室「元気アップの集い」の取り組みは、
次ページに掲載しています。

　制作したＤＶＤおよび資料は、市町村老連
の参加対象者（会長、女性代表者、若手代表
者、事務局）の皆様の他、県・市町村の老人
クラブ主管課ならびに新地域支援事業の担当
課へ送付させていただきます。
　資料の準備・撮影にご協力いただきました
皆様、ありがとうございました。

益田市老人クラブ連合会匹見支部　支部長　齋藤 惟人　氏 　　　　 （左前）
益田市社協匹見支所　　　　　　　支所長　西川 志摩子　氏           （右前）
益田市社協匹見支所 老人クラブ担当　柴田 暁子　氏　　　　  （左後）
益田市匹見総合支所 地域振興課　  主　幹　岩本 香奈子　氏 　 　　（右後）

本会事務局長　石出 高士

島根県 健康福祉部
高齢者福祉課　地域ケア推進室　
 室長　吉田 恭子　氏

撮撮
影影
のの
様様
子子
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わたしたちは 島根県老人クラブ連合会の活動をサポートしています



　益田市老人クラブ連合会匹見支部（以下、
匹見支部老連）は、市の介護予防教室（高齢者
生きがい対策）事業の委託を受けるなかで、令
和３年９月から介護予防教室「元気アップの集
い」を開催しています。
　コロナ禍や高齢化が進み、運転ができなく
なった方が増えた影響により、匹見支部老連で
集まることが難しくなるなか、このままではい
けないと立ち上がったのは益田市匹見総合支
所 保健師の岩本さん。
　匹見支部老連、地域包括支援センターを担う益田
市社会福祉協議会（以下、社協）と話し合いを重ね、
新地域支援事業の「匹見地域 高齢者生きがい対策 
老々デイ事業」として、市のバスでの送迎や専門職の
派遣が可能になり、実施の目途が立ちました。
　特別養護老人ホームもみじの里地域交流ホールを
会場に、第２木曜の13時30分から15時30分、参加
費無料で実施。12月現在の登録者は31人です。体温
チェックを含む受付の後、市の保健師に血圧の計測
をしてもらいます。
　12月９日(木)は、初参加４人を含めて22人。匹見支
部老連 副支部長さんのあいさつでスタート。健康運動指導士の指導で身体を動かしながらの頭
の体操や下肢を鍛える体操、作業療法士の指導でストレッチなどを行います。
　匹見小中学校社会教育コーディネーターから、映画上映会や小学校図書館の利用について情
報提供もあり、社協匹見支所の柴田さんの考えたゲームは、バラバラになった漢字の部首を組
み合わせ、馴染み深い漢字を連想。思わず「あ、○○」と答えを声に出してしまう人もあり、
楽しく時間が過ぎていきます。
　終了後、匹見支部老連 副支部長さんに感想をうかがうと「６年前に妻を亡くして家では一人
なので、とても楽しく参加しています。過疎の地域ですが高齢者対策をしていただいて、この
地域に住んでいる者としてとてもありがたいです。」と話してくださいました。
　市、学校、医療法人など多くの機関・専門職が関わり、介護予防教室であるとともに集いの
場や様々な情報提供の場につながっています。

益田市老人クラブ連合会匹見支部

作業療法士の指導でストレッチ 市のバス２台で、方面別に２ルートの送迎休憩のお茶タイムも楽しいひととき

今日の予定（12 月９日）

介護予防教室「元気アップの集い」
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　11月24日(水)、サンラポーむらくも (松江市) において、島根県各種功労者表彰式が執
り行われ、老人クラブからは次の個人および団体が表彰されました。
　表彰式に出席した山田 明子 氏には、丸山県知事から石州和紙で作られた表彰状が、
松尾副知事からは記念品が手渡されました。

　山
や ま だ

田 明
あ き こ

子　氏（出雲市）
　（本会前女性委員長・評議員）
○功績概要
　単位クラブにおいて地域の大型スーパーに女
性部で制作した手づくりの品の展示・販売を行う
「夢ひろば」や「文化祭」開催、神門慶人会なら
びに出雲市慶人会連合会女性部長として、高齢者
福祉施設へ出かけ、ちぎり絵の指導や話し相手をするボランティア活動や女性活動のＰ
Ｒ等に取り組まれました。
　本会女性委員長として、老人クラブ活動の活性化を図るとともに、島根県における各
種委員に就任し、女性の意見の発信等に尽力されました。

　藤
ふじはら

原 英
えいいつ

逸　氏（雲南市）
　（本会元理事）
○功績概要
　雲南市老人クラブ連合会会長として、各クラブ
をまとめ、地域の高齢者の健康づくり・介護予防、
友愛活動、ボランティア活動を推進されました。
　本会理事として、高齢者の生きがいと健康づく
りの機運の醸成と豊かな地域づくりに対する活動を担い、地域における高齢者全体を視野に入
れた健康づくり・介護予防に重点を置いた老人クラブ活動を展開。社会や次代の要請に応える
地域活動の推進に尽力されました。

石飛厚志雲南市長から伝達表彰

島根県各種功労者表彰

女性の地域活動女性の地域活動

保健・医療・福祉保健・医療・福祉
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教育優良団体表彰
　学校教育分野や社会教育分野等において功績が顕著な個人・団体を表彰する令和３年度 教
育功労者及び教育優良団体表彰式並びに優れた教育活動表彰式が11月１日(月)、サンラポー
むらくも (松江市) において開催され、社会教育の推進に寄与した功績により教育優良団体と
して合歓の会が野津教育長より表彰されました。

まめなかいしまね通信第６号（令和３年３月発行）
５ページに活動紹介を掲載しています。

合
ね む

歓の会（益田市）
○組織概要　会員数：42名　設立：昭和43年
○功績概要
　地域の子どもたちとの合同活動を通じて、世代
間交流による子どもたちの健全育成の取組に尽
力。登校時の見守り活動のほか、園児と一緒に独
居高齢者宅を訪問しています。春・秋の交通安全
運動の際、幟旗立てボランティア活動を行うこと
で安全意識も高まり、運転講習会等にも積極的に
参加しています。

表彰状を受ける草野 幸子会長

相
あいおいちょう

生町３しあわせ会（浜田市）
○組織概要　会員数：43名　設立：昭和43年９月
○功績概要
　各種会合にあわせて「まめなくん体操」や老人クラブ
オリジナル体操「いきいきクラブ体操」の実施やシニア
体力測定、グラウンド・ゴルフ大会開催等の健康づくり
活動、独居高齢者との会食や手作り弁当宅配等の見守
り活動や月２回のサロン開催による居場所づくり等の友
愛活動に取り組んでいます。また公園や神社の清掃、雑
巾の寄贈等のボランティア活動、保育園児との世代間交
流、自治会と連携し、住み良い地域づくりに取り組んで
います。

浜田市健康医療対策課　湯浅副参事（左か
ら２番目）から伝達表彰。

（右から２番目：植田 秀夫会長）

保健・医療・福祉保健・医療・福祉
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県民いきいき活動奨励賞

福
ふくじゅかい

寿会（美郷町）
○組織概要　会員数：42名　設立：昭和38年頃
○功績概要
　近くに病院も商店もない高
齢化率60％の集落で、地域
課題解決の取り組みとして、
平成29年度から会員外を含
む地域の高齢者を対象に、買
い物代行や買い物ツアーな
どの買い物支援を行い、大変
喜ばれています。

健康づくりのレクリエーション活動
にあわせて試験時に移動販売車の巡
回を導入

　自治会区福祉活動への関心を一層高めるとともに、その活動に取り組む団体への社会的評価
を高める目的で、特に優れた活動を表彰する令和３年度 しまね流福祉のまちづくり活動団体知
事表彰式が県内における新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止となり、美郷町社会福
祉協議会において２月７日(月)、伝達表彰が執り行われました。

島根県丸山知事からの表彰状を美郷町
社会福祉協議会 上田 賢逸 会長（左）
から伝達表彰（右：伊藤 豊 会長）

　特に地域社会への貢献度が高い活動団体を表彰する令和３年度 島根県県民いきいき活動奨
励賞 表彰式が12月24日(金)、県庁講堂において執り行われ、北町北寿会が丸山県知事より表
彰されました。

まめなかいしまね通信第７号（令和３年９月発行）
９ページに活動紹介を掲載しています。

北
きたまちほくじゅかい

町北寿会（雲南市）
○組織概要　会員数：49名　設立：昭和38年４月
○功績概要　
　450年近く伝統のある大東七夕づくりに欠かせな
い西瓜提灯づくりや、地域の若者会 (北友会) や小
学校等と連携し、七夕祭り学習や西瓜提灯づくり体
験の指導をはじめとするさまざまな地域活性化に積
極的に関わっています。

深田 幸悦会長（中央）と西村 武副会長（左）

しまね流福祉のまちづくり活動団体知事表彰
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